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NY マーケットレポート（2018 年 5 月 29 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米中貿易摩擦とイタリアの政局を巡る不透明感を受けてリスク回避の動きが優勢となり、比較的安全な通貨とさ

れる円とスイス・フランが主要 10 通貨の大半に対し上昇した。また、欧米の主要株価や、米国債利回りの低下も影響し、ドル/

円は 4/23 以来の安値を付けた。一方、イタリアの政局混迷や、それを嫌気してイタリア国債が急落したことが売り圧力となり、

ユーロは対円で昨年 6/26 以来、対ドルで昨年 7/20 以来の安値を付けた。 

 

主要な米経済指標結果 

 

5 月米消費者信頼感指数 128.0（予想 128.0・前回 128.7⇒125.6） 

 

5 月の消費者信頼感指数は、市場予想と一致し前月改定値から 2.4 ポイント上昇となった。景気の現状に対する信頼感指数は

161.7（前月 157.5）、向こう半年の期待指数は 105.6（104.3）といずれも前月から上昇した。雇用関連では、現状は「職が豊富」

との回答は 42.4％（38.2％）、「就職が困難」も 15.8％（前月 15.5％）。向こう半年では「求職が増える」との回答は 19.7％（前

月 18.6％）、「求職が減る」も 13.9％（前月 13.2％）。向こう 1年間のインフレ見通しは 5.0％（前月 4.7％）。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

5 月ダラス連銀製造業活動指数 26.8（予想 23.0・前回 21.8） 

 

 
出所：Bloomberg 
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公定歩合議事録の要旨 

 

・米国の 12 地区連銀の理事らは 4月の会合で公定歩合を 2.25％に据え置くことを支持した 

・「経済成長の見通しに依然として楽観的」 

・「連邦準備制度が漸進的な政策引き締めを続けることが適切になる可能性が高いと大方が判断した」 

＊公定歩合変更には FRB の承認が必要で、通常は FOMC による FF 金利変更に呼応する形となる 

 

 

米ダウ平均は大幅続落 

 

米株式市場は、イタリアの政局混迷を背景に投資家のリスク回避の動きが強まり、主要株価は売りが優勢となった。特に、業績

への懸念から金融株が大きく売られたことが相場を押し下げた。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時 505 ドル安

まで下落した。その後は下げ幅を縮小し、前週末比 391 ドル安で終了、3営業日続落となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 
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ユーロは主要通貨に対して下落 

 

中国からの輸入品への関税対象品最終リストを 6/15 までに発表するとのホワイトハウス声明に関し、合意に矛盾する発表だと

の見解を中国商務省が示したことで、米中貿易摩擦への懸念が再燃したことから、ドルは上値の重い動きとなった。また、イタ

リアの政局を巡る不透明感が高まったことも加わり、投資家のリスク回避の動きが優勢となり、ドル円・クロス円は軟調な動き

となった。また、欧米の主要株価や、米国債利回りの低下も影響した。特に、ユーロは対円で昨年 6/26 以来、対ドルで昨年 7/20

以来の安値を付けた。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


